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１．概要 
 「い～標準」（管理標準作成支援ツール）は、平成 18 年度の改正省エネ法（エネルギー
の使用の合理化に関する法律）に基づいて主に業務用ビルを対象とした管理標準を作成す

るために、個別の設備機器ごとに管理標準の記載例を提示する支援ツールです。 
 管理標準の作成を行う事業所においては本支援ツールの記載事例を参考に、解説等の参

照や実際の管理方法を考慮しながら、より具体的な記載内容となるように追加・変更を行

うことにより管理標準を完成して下さい。 
 また記載事例における管理内容は、平成 18年度の改正省エネ法の判断基準番号と対応さ
せていますが、判断基準番号は省略してもかまいません。さらに記載書式も自由であるこ

とから記載内容とともに、記載書式自体を変更しオリジナルな管理標準を作成することも

推奨します。 
記載内容の追加・変更は、本支援ツールが表計算ソフトであるエクセル（マイクロソフ

ト社製）を用いて構築していることから、通常のエクセルの使用方法にしたがって作成す

ることができます。 
なお、省エネ法に記載されている判断基準の内容が広範囲に解釈できる箇所もあるため、

導入されている設備機器や現状の管理方法によっては記載すべき判断基準の項目に過不足

が生じる可能性があることをご注意下さい。 
 
２．操作手順 
(1)「い～標準」の起動 
 「い～標準」の起動はエネルギー管理システムである「い～管理」から起動します。従

って「い～標準」を使用するには、はじめに「い～管理」の使用許諾契約を結び「い～管

理」を使用できることが必要です。 
（「い～標準」は「い～管理」のオプション契約となっております） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

このボタンを押すと

「い～標準」が起動し

ます。 
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(2) 建物条件の入力 
 「い～標準」を起動すると以下の画面が立ち上がります。最初に「建物概要入力」ボタ

ンを押して管理標準を作成するための基本情報として、「ビル名称」等の情報を入力します。

入力した情報は、管理標準の基本方針部分の記載内容に反映されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

起動画面 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

建物概要入力画面 
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(3)作成する管理項目の選択 
 基本情報の入力を終了したら「管理標準作成／変更」ボタンを押し、作成（または変更）

する管理標準の項目を選択します。 
 選択が完了したら「管理標準の作成」ボタンを押すと、選択した項目に対応した管理標

準を記載したシートが表示されます。この記載内容は一般的な事例の記載内容であること

から、導入されている設備機器や実際の管理方法を考慮しながらより具体的な記載内容と

なるように追加・変更を行ってください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

既に設定されてい

る項目を呼び出す

選定した項目の管

理標準を作成する

何もしないで閉じ

る 

作成したい管理標準の項目を選択（チェック）する 
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(4) 管理標準の記載内容 
 各画面に表示されているナビゲーションを選択することにより、任意の管理標準画面を

呼び出すことができます。記載内容の追加・修正・加工はナビゲーションで呼び出した画

面上で行って下さい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「基本方針」 
 基本方針の内容は以下の 15 項目で構成しています。この 15 項目は基本方針を規定する
ために必要な項目と考えられますが、事業所に応じ記載項目の統合・追加・修正を行い、

より完成度の高い管理標準を作成して下さい。 
 ①管理標準の制定の目的 
 ②適用範囲 
 ③用語の定義 
 ④エネルギー管理方針 
 ⑤エネルギー管理組織 
 ⑥管理標準の制定・改定（手続き） 
 ⑦エネルギー管理組織（雲煙・役割） 
 ⑧エネルギー管理図面 
 ⑨エネルギー計測 
 ⑩省エネルギーの目標設定 
 ⑪エネルギー推進委員会（打合せ内容） 
 ⑫小集団活動 
 ⑬社員教育・啓蒙 
 ⑭その他省エネ取り組み内容（設備機器以外） 
 ⑮管理標準の見直し（手続き） 
 

ナビゲーション 
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「個別機器の判断基準」 
 個別機器の判断基準は以下の項目で構成しています。記載のフォーマットは自由ですの

で、具体的な管理方法に適用したフォーマットに変更してもかまいません。 
 ①項目 
  管理、計測記録、保守点検、新設時の考慮 
 ②判断基準番号 
 ③具体的な管理内容（管理内容例） 
 ④基準値・目標値 
 
 
 
 
 
 
(5) 印刷・保存 
 保存は、そのまま上書き保存を行います。「名前を変えて保存」を行った場合は、そのフ

ァイルを終了する時にオリジナルファイル名称で保存するようにメッセージが出ます（そ

の他の操作は強制終了となりますのでご注意下さい）。 
 印刷は、各自のパソコンにおける「通常のプリンタ」に設定されているプリンタから印

刷が可能です。 
 
(4)その他の項目 
 「基本方針」「個別機器の判断基準」以外に、「改定履歴」と「点検仕様書一覧」を用意

しております。 
「改定履歴」 
 管理標準の見直しや改定作業を行った場合に、改定日および理由等を記載しておくのに

利用下さい。 
「点検仕様書一覧」 
 計測・点検記録や仕様書について、具体的な資料名称・ファイル名称を関連付けるため

の資料としてご利用下さい。 
 
３．注意事項 
 本システムの利用においては、下記事項を遵守下さい。 
①本システムは一物件毎に一契約とします。 
②本システムの記載内容を無断で使用しないで下さい。 
③本システムの複製を行わないで下さい。 
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問い合わせ先 
 本ソフトウェアに関する問い合わせは下記にお願いいたします。 
 

  （株）イーアンドイープラニング 
 東京都千代田区内神田 2-7-7 新内神田ビル４F 

        e-Mail：infor@e-eplan.com 


